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一
人
ひ
と
り
が
祭
り
の
主
役

地
域
の
宝
を
守
り
伝
え
る
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29
世
帯
、
約
90
人
が
暮
ら
す
杉
山

地
区
。
白
鷹
町
と
の
町
境
、
そ
し
て

置
賜
地
方
と
の
郡
境
に
あ
る
小
さ
な

地
区
で
す
。

　

そ
ん
な
杉
山
地
区
の
誇
れ
る
宝
の

一
つ
が
、
毎
年
５
月
４
日
の
神
明
神

社
祭
礼
で
披
露
さ
れ
る
獅
子
舞
で
す
。

小
さ
な
集
落
な
が
ら
笛
や
太
鼓
は
生

演
奏
。
こ
れ
が
何
よ
り
の
魅
力
で
、

半
日
を
か
け
て
地
区
内
を
ゆ
っ
く
り

と
練
り
歩
く
姿
は
、
昔
な
が
ら
の
「
村

祭
り
」
と
い
っ
た
温
か
い
雰
囲
気
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

　

29
世
帯
の
地
区
で
こ
の
祭
り
を
維

持
し
て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

一
家
か
ら
２
人
が
参
加
す
る
家
庭
も
珍

し
く
な
く
、
中
に
は
２
世
代
３
人
が

参
加
す
る
家
庭
も
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
主
役
―
―
。

そ
ん
な
表
現
が
ま
さ
に
ぴ
っ
た
り
な
お

祭
り
。
地
区
は
今
年
も
た
く
さ
ん
の

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲神社から出御（しゅつぎょ）
した獅子はまず、境内で舞を
披露する

▼

獅子舞は神社境内以外にも
地区内の数ヵ所で披露。勇壮
な動きで区民を魅了した

◀▲笛に太鼓に獅子…。ま
さに地区民総出で行われる
お祭り。今年は町ＰＲキャラ
クターの桃色ウサヒも招か
れ、祭りを盛り上げた
▼「お前も笛吹いてみろ…」
離れて暮らす孫が訪れ、思
わず目じりも下がる

▲神社での舞が終わると、神社の氏
子総代を先頭に地区内を練り歩く

神明神社のある高台からの眺望
小さな地区をほぼ一望できる

▲地区内で暮らす夫婦の赤ちゃん。
すやすやと眠る姿は、多くの人の表
情を和ませていた
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　4月18日、朝日中3年生75人が修学旅
行先の東京都内で町をＰＲしました。
　「町を外にＰＲするにはまず、生徒自身が
町を勉強しなければなりません」―。こう話
すのは、3学年主任の山家久尚教諭。この取
り組みは、生徒が町に関する知識を深め、町
民としての自信と誇りを育むことを目的に今
回の修学旅行で初めて行われたものです。
　ＰＲ活動は午前9時から新橋駅前で実施。
「りんごとワインの里」の文字が入ったハッ
ピに身を包み、のぼり旗を掲げた生徒たち
が手作りのチラシや観光パンフレットなど
1200セットを行き交う人々に配布しました。
　積極的に声をかけ、約15分で配り終えた
生徒たち。阿部進悦校長は「大勢の人の前
で声を出し、町をＰＲすることで、多くの生
徒が自分の殻を破ってくれました。この活動
が今後、子どもたちの生きる力に結びついて
くれれば何よりです」と目を細めていました。

　お寺でフォークソングと講話を楽しむ「寺
フェス」が４月29日、若宮寺（登坂盛高住職）
で開催されました。
　住職の孫で、都内でフォークシンガーとし
て活動している尚高さん（＝写真）が「地元
の若い人たちに音楽を楽しんでほしい」と初
めて企画し、フォークシンガー友川カズキ、
アコースティックユニット「同棲っ中年 !!」
など合計６組が出演。また、同寺副住職で、
真言宗豊山派の総本山「長谷寺（奈良県桜
井市）」の法務執事を務める登坂高典さんが
講話し、「縁」の大切さなどを説きました。
　詰め掛けた人は当初の予想（100人）の
２倍以上となる約230人で、本堂の中に入
れず立ち見客も出るほど。尚高さんは「若者
からお年寄りまで真剣に音楽を聞いてくれる
姿に感動しました。運営を手伝ってくれた同
級生や後輩にも感謝したい」と満足げな表情
を浮かべていました。

４
18

４
29

朝日中３年生が東京で観光 PR若宮寺で「寺フェス '13」

日本の中心で「山形県朝日町」と叫ぶ…現代フォークソングと住職のちょっといい話

PR 活動当日、町観光
協会に

お手紙（FAX）が届
きました

　新しくパパ・ママになる夫婦などを対象とした子育て
講座が 4月 25日、開発センターで開催されました。
　講座では妊娠中の食生活や赤ちゃんを迎える心構え、
夫のサポートなどについて、助産師がアドバイス。また、
妊娠中の感覚をイメージできるよう夫が妊婦ジャケット
を着たり、赤ちゃん人形でおむつ替えや沐浴を体験しま
した。
　妊婦ジャケットを着た夫は「思った以上に重くてびっ
くり。これまで以上に家事を手伝わないと…」と今後二
人で新しい命を育むことの大切さを実感していたようで
した。

４
25 デキる男のマタニティママサポート講座

パパ・ママになる夫婦が育児を学ぶ

　第35回朝日町長杯争奪剣道錬成大会が今年も４月29
日朝日中体育館で開催されました。
　今大会には男子65、女子40の合計105チームが出場
（うち34チームは県外）。昨年の県新人総体を男女で制し
た朝日中は、女子こそ準々決勝で敗れたものの、男子Ａチー
ムは危なげない試合運びで勝ち上がり、決勝戦に進出。相
手は県新人総体と同じ、ライバルの遊佐中でしたが、次鋒
の志藤康平選手 (２年 )の勝利を後続の選手も守り抜き、
１対０で勝利。見事18年ぶりとなる優勝を果たしました。
　決勝戦まで全６試合、個人でも誰一人として負けること
なく手にした完全優勝。その強さを広く見せつけました。

全６試合、個人でも無敗の完全優勝
４

29
第 35 回朝日町長杯争奪剣道錬成大会

　最初は恥ずかしくて不安だら
けでしたが、配り終えたときは
達成感でいっぱいでした。
　何事も「できない」とあきら
めるのではなく、まずはやって
みることが大切と思いました

▶阿部聖さん（緑町／左）

　最初は緊張してたけど、慣れ
ると楽しかった。励ましてくれる
人もいて、「ありがとう」の言葉
の温かさを実感しました。
　これからも日頃から積極的に
行動できるよう心がけます。
▶茨木奈央さん（緑町／右）

　４月 18日、新橋駅前で朝日中
の生徒から町のパンフレットをい
ただきました。東京の人は駅前で
いろいろなものを渡されるケース
が多く、やや嫌気がさしていると
ころがあります。中学生の皆さん
は「難しいな」とか「冷たいな」とか感じたことでしょう。
　都会に住んでいると、不用意に関係を築かないでいる
方が安全ということが自然に身につき、引っ込み思案に
なってしまいます。だからこそ、中学生の皆さんにはこ
のような取り組みを続けてほしいのです。
　朝日中学校の皆さん、貴重な修学旅行の時間を割いて
くれてありがとう。皆さんの住む山形県はすばらしいと
ころだと思います。そんな場所に生まれ育ったことは財
産です。そんな故郷をこれからも大事にしてほしいです。
いつか故郷を離れなければならない日が来るかもしれま
せんが、そのときも故郷で過ごした日々を心の片隅に抱
いていてほしいものです。
　私もいつか必ず朝日町を訪れたいと思います。

（東京都　50代男性より）

活
動
を
終
え
て
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区　名 　　　出生児氏名 　  性別　  保護者名

４月１日～ 30日届出

（※外国人を含む）

すこやかに

区　名　　　　  死亡者氏名　　    　世帯主名

大　町　　　今　井　義　一　　　仁　志
立　木　　　佐　竹　登喜善　　　登喜夫
大暮山　　　長　岡　さわゑ　　　本　人
栄　町　　　 　山　長治郎　　　忠　夫
常　盤　　　樋　口　良　悦　　　　孝　
大谷一　　　髙　木　京　子　　　昭　三
下芦沢　　　岡　﨑　き　く　　　本　人
水　本　　　岡　﨑　よしの　　　浩　一
大　隅　　　 　井　幸　助　　　喜代志
古　槇　　　渡　邉　さたゑ　　　定　雄
杉　山　　　浅　岡　雄　一　　　定　一
大谷六　　　阿　部　ツルノ　　　重　吉
沼　向　　　菅　井　欽　也　　　金　造

やすらかに

人口と世帯数

大　町　　齋　藤　　　律
りつ

　男　　隆　・さなえ
緑　町　　浅　岡　優

ゆう
　作

さく
　男　裕勝・千春

大　町　　多　田　　　聡
さとし

　男　温志・苗生美
大　町　　菅　井　珠

じゅ
莉
り

愛
あ

　女　奈穂・留美

●平成２５年　４月３０日現在
　人　口　７，７６４ 人 (－２２)
　　　男　３，８２５ 人 (－　８)
　　　女　３，９３９ 人 (－１４)
　世帯数　２，４８３世帯  (＋　３)

(　　)内 前月比
--------　４月中の異動　--------

　出　生　  ４人　転　入　２２人
　死　亡　１２人　転　出　３６人

Births

Obituaries

Population

挑
戦
は
終
わ
ら
な
い

町長歳時記

（86）

限
界
を
超
え
た
感
動

　
あ
る
新
聞
を
読
ん
で
い
た
ら
、
こ
ん

な
コ
ラ
ム
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。「
三
十

セ
ン
チ
の
錦
鯉
は
一
メ
ー
ト
ル
に
も
な

る
が
、五
十
セ
ン
チ
の
水
槽
で
飼
え
ば
、

ず
っ
と
そ
の
大
き
さ
で
生
き
て
い
る
」

そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
確
認
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
確
か
に
そ
う
い
う
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
と
、
素
直
に
納
得
さ
せ
ら
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
、
現
在
の
生
活

が
当
た
り
前
だ
と
思
い
、
当
然
の
こ
と

と
し
て
日
々
の
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
、
た
ま
た

ま
外
か
ら
の
新
し
い
視
点
に
触
れ
た
時

な
ど
、
私
た
ち
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
見
過
ご
し
て
き
た
も
の
の
中
に
、
そ

れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
素
晴
ら
し
さ

や
価
値
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
時
に
驚

き
、
ま
た
誇
ら
し
い
気
分
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
は
能
力
の
限
界

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
自
分
の
能
力
の
限
界
は

こ
こ
ま
で
だ
」「
自
分
は
こ
こ
ま
で
し

か
や
れ
な
い
」
実
際
に
挑
戦
し
壁
に
当

た
っ
て
跳
ね
返
さ
れ
て
き
た
の
な
ら
ま

だ
し
も
、全
力
も
出
し
切
ら
ず
、「
あ
あ
、

こ
れ
が
限
界
だ
」
と
、
妙
に
落
ち
込
ん

だ
風
を
装
い
、
自
分
で
自
分
を
納
得
さ

せ
よ
う
と
す
る
、
そ
ん
な
心
の
弱
さ
が

人
間
に
は
あ
り
ま
す
。

　
国
民
栄
誉
賞
を
受
け
た
長
嶋
茂
雄

元
巨
人
軍
監
督
と
松
井
秀
喜
選
手
の

様
子
が
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
、

そ
れ
を
見
た
何
万
人
も
の
人
た
ち
は
、

き
っ
と
彼
ら
の
姿
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
松
井
選
手
が
始
球
式

の
ボ
ー
ル
を
投
げ
、
内
角
高
め
に
浮
い

た
ボ
ー
ル
を
左
手
一
本
で
バ
ッ
ト
を
振

り
抜
い
た
長
嶋
監
督
。
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

を
務
め
た
原
監
督
が
思
わ
ず
立
ち
上

が
り
驚
き
震
え
た
よ
う
に
ボ
ー
ル
を

キ
ャ
ッ
チ
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
の
表
情

が
、
な
ん
と
和
や
か
で
素
敵
な
表
情
に

映
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
限
界
を
超
え
る
」
と
い
う
、
病
に

立
ち
向
か
う
無
言
の
教
え
に
、「
や
っ

ぱ
り
、
長
嶋
は
や
っ
て
く
れ
た
」
と
、

思
わ
ず
心
の
中
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

　
人
は
ど
ん
な
境
遇
に
あ
ろ
う
と
、
必

死
に
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見

る
と
、
胸
の
底
か
ら
感
動
が
溢
れ
て
く

る
も
の
で
す
。

掲載を希望しない方は
届け出の際にお申し付けください

みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

(253)

広
報
誌
や
お
知
ら
せ
板

な
ど
、
町
か
ら
の
文
書
は

基
本
的
に
毎
月
１
日
と
16
日
に
発

行
、
配
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
両

日
が
土
曜
・
日
曜
日
に
重
な
っ
た

場
合
は
翌
月
曜
日
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
金
曜
日
発
行
に
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
は
多
忙
な
生
活
を
送
る
家

庭
が
増
え
て
い
ま
す
。
朝
早
く
、

夜
遅
い
仕
事
を
持
つ
人
が
班
長
さ

ん
に
な
る
と
、
平
日
に
文
書
を
配

布
す
る
の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

実
際
、「
文
書
が
な
か
な
か
届
か
な

い
」
と
い
っ
た
声
も
各
区
長
の
元

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
金
曜
日
発
行
に
な
る
と
、
土
曜

日
、
日
曜
日
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て

配
布
で
き
る
は
ず
で
す
。

【
町
区
長
会
か
ら
の
要
望
】

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
文
書

の
配
布
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
区
長
さ
ん
、
班
長
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

要
望
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
、

１
日
と
16
日
が
土
・
日
・
祝
日
の

場
合
は
、
直
前
の
平
日
に
区
長
さ

ん
の
も
と
へ
文
書
を
お
届
け
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
直
近
の

お
届
け
日
は
次
の
通
り
で
す
。

【
総
務
課
庶
務
係
】

問

答

▼
文
書
の
配
送
日
を
変
更
し
て
ほ
し
い

5月31日（金）

6月14日（金）

7月  1日（月）

7月16日（火）

8月  1日（木）

8月12日（月）

8月30日（金）

9月13日（金）

…金曜日に発行

※ 8 月 12 日発行分につい
ては、お盆期間でもあり、
当初からこの日程です。

【文書配送日程】

　表紙の写真

4月29日に行われた「寺フェス」。ライブ
ハウスと化した若宮寺 (八ツ沼）の本堂は
200人以上の観衆で埋め尽くされていまし
た。この日は同寺の「大般若(経会 )」もあ
り、若者だけでなく年配の人の姿も多数。
「現代フォークソング」の熱いメッセージは、
あらゆる年代の心をつかんでいたようです。
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お祭りで
万国旗を掲げる
グローバルな町

　
ア
ウ
ト
ド
ア
の
総
合
ブ
ラ
ン
ド
「
モ
ン

ベ
ル
」
の
創
業
者
、
辰
野
勇
氏
が
カ
ヌ
ー

ラ
ン
ド
を
訪
れ
ま
し
た
。
私
も
同
社
製

品
の
愛
用
者
だ
け
に
、
カ
ヌ
ー
ラ
ン
ド
が

世
界
に
も
通
用
す
る
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
と
き
は
、
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。

　
朝
日
町
と
い
う
小
さ
な
町
に
住
ん
で

い
て
も
、「
世
界
」
に
触
れ
る
場
面
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
農

産
物
や
工
業
製
品
の
輸
出
、
英
語
教
育

の
充
実
、
国
際
結
婚
な
ど
…
。
ま
た
、
最

近
は
仕
事
で
海
外
に
長
期
滞
在
す
る
人

も
珍
し
く
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
に
…
」。

と
は
成
人
式
で
来
賓
の
一
人
が
強
調
し
て

い
た
言
葉
で
す
。
こ
の
小
さ
な
町
も
、
今

や
世
界
の
歯
車
の
一
つ
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
身

近
に
「
世
界
」
を
連
想
で
き
る
も
の
の
一

つ
に
、「
万
国
旗
」
が
あ
り
ま
す
。
朝
日

町
で
は
、
お
祭
り
の
際
に
、
こ
れ
で
街
を

飾
る
地
区
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
都

会
に
住
む
人
に
と
っ
て
は
珍
し
い
光
景
の

よ
う
で
す
。
以
前
、
友
人
が
冗
談
混
じ

り
に
話
し
て
い
ま
し
た
。「
さ
す
が
グ
ロ
ー

バ
ル
な
町
だ
ね
」
と
。　

佐
久
間　
淳

大谷地区の
お茶のみサロン です私たち 「三

さ ん

休
き ゅ う

」
　誰もが気軽に集えるお茶のみサロン

「三休」が毎週水曜日の午後、秋葉山交遊
館の施設内で開設されています。
　「一人暮らしの高齢者が増えているい
ま、気軽に語り合える憩いの場が必要と
感じていました」と話すのは、発起人の渡
邉惠美子さん（大谷五）。思いを同じくする
友人と昨年春、サークル「ひまわり」を立ち
上げて準備を進め、昨年９月にサロンを開
設。経費は町教育委員会の「Newアクショ
ン応援事業」を活用しました。
　活動の内容は、編み物や折り紙、参加者
同士の語らいなどで、毎週10人ほどが集
まっています。たくさん実った野菜を交換
したり、料理を持ち寄ったりして、作る喜

び、食べる喜び、そして食べてもらう喜び
を分かち合うこともしばしばとか…。
　時間帯を午後に、そして活動場所を交
遊館としているのは、隣にある大谷小学
校児童の見守り活動を兼ねているため。
下校時刻の3時過ぎになると、道路沿いに
立ち、気をつけて帰るよう声がけしていま
す。４月17日には、新一年生の交通安全を
願い新聞で作った特製エコバッグを児童
にプレゼントしました（＝写真上）。
　「一に身体、二に心、三に頭、を休めて
のんびりと」が会のモットーで、会の名称
の由来。どなたでも参加できる会です。家
にこもりがちなお年寄りの皆さんなど、ど
うぞお気軽においでください。

お茶のみサロン「三休」
▶曜　日　毎週水曜日
▶時　間　午後１時 30 分～
▶場　所　秋葉山交遊館
▶問合せ　北部公民館

（☎ 68-2111）

「
今
・
輝
い
て
」
の
後
続
企
画
と
し
て

今
月
か
ら
「
住
人
十
色
」
コ
ー
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

大谷小学校の一年生に新聞製の交通安全エコバッグを贈った「三休」の皆さん

広
報
あ
さ
ひ
ま
ち
　
第
678号

　
平
成
25年
5
月
16日
発
行

■
発
行
　山
形
県
朝
日
町
　
■
編
集
 朝
日
町
広
報
委
員
会

　
山
形
県
西
村
山
郡
朝
日
町
大
字
宮
宿
1115　

☎
0237(67)2111

　
h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.a
sa
h
i.y
a
m
a
g
a
ta
.jp

■
印
刷
　
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社




